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コンテンポラリーダンスの身体とヨーロッパ諸都市の文化構造 
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現在のコンテンポラリーダンスを代表する作家たち、たとえばジェロー














































































「芸術」は 18 世紀半ばに概念として生まれ、19 世紀半ばまでに理論化さ













































































































































名程度の中劇場の組織体 HAU（Hebbel am Ufer）、Radialsystem のように、
自前でフェスティバルなどを企画できる劇場で、メグ・スチュアートなど「国
際的」作家が登場し、観客は学生や知識層が多い。三つ目は Dock11 など、



















〔 139 〕 




















（9000 円）で、年齢層の比較的低い HAU の入場料は 16€程度だ。HAU の
観客は新作を好み、ドイツオペラに漂うのは、「文化」「芸術」をドイツ人固





MONUMENT 0 - Haunted by wars (1913-2013) は過去の戦争を告発する
シーンで終わる。台詞などを含まない形式主義的と見える作品も、 ウィグマ
ンやバウシュなどの動きの断片を取り出して反復する Christina Clupke と
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Anna Till undo, redo and repear のようにドイツ舞踊史を参照するものだっ
たり、あるいは、分厚い布を力一杯振りまわし続ける Isabelle Schad & 


















ティバル Return to Sender における Boyzie Cekwana / Nina Støttrup 









































































































※本稿は、専修大学長期在外研究員制度による 2014 年 9 月から 2015 年 9
月までの在外研究の成果の一部である。ここに記して、ご助力をいただい
たみなさまにお礼を申し上げます。 
日本コンテンポラリーダンス
伝統「芸能」
ポップカルチャー 近代＝土俗
